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登録リスト（該当：33件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 北向観音堂からみた上田地域]	北向観音堂からみた上田地域	別所温泉に位置する北向観音堂は、本堂が北に向いた全国でも非常に珍しい寺である。平安時代初期、最澄から天台宗を受け継いで比叡山延暦寺の座主となった円仁によって開かれた。山を背に構える別所温泉は信州最古の温泉地と言われており、現在も観音様への参拝前に体を清める手水舎には、別所温泉で湧き出た源泉が用いられている。また、北を向いて建てられた本堂は、南向きに建てられた善光寺の本堂と向かい合っている。現世利益を願う北向観音堂と極楽往生を願う善光寺の両方を参拝することが推奨されている。実際に訪れてみると、あちこちで湯煙が上がり、その奥には上田の市街地が一望できたのが印象的である。しかし、人気（ひとけ）はほとんどなく、かつての賑わいを感じることはできなかった。観光客に向けて、全国的に希少価	2024-02-13
	2	[image: 北向観音堂、本堂]	北向観音堂、本堂	別所温泉に位置する北向観音堂は、本堂が北に向いた全国でも非常に珍しい寺である。平安時代初期、最澄から天台宗を受け継いで比叡山延暦寺の座主となった円仁によって開かれた。山を背に構える別所温泉は信州最古の温泉地と言われており、現在も観音様への参拝前に体を清める手水舎には、別所温泉で湧き出た源泉が用いられている。また、北を向いて建てられた本堂は、南向きに建てられた善光寺の本堂と向かい合っている。現世利益を願う北向観音堂と極楽往生を願う善光寺の両方を参拝することが推奨されている。実際に訪れてみると、あちこちで湯煙が上がり、その奥には上田の市街地が一望できたのが印象的である。しかし、人気（ひとけ）はほとんどなく、かつての賑わいを感じることはできなかった。観光客に向けて、全国的に希少価	2024-02-13
	3	[image: 源泉もある北向観音堂]	源泉もある北向観音堂	北向観音堂へやってきた。ここでは、境内に源泉があるので、温泉で手や口を清めることができる。温かい湯で清めることができるのは、寒い季節にはうれしいことだと感じた。11月に善光寺に行ってきたので、個人的に北向観音堂は、一番行きたい場所であったので、今回の散策で行くことができてよかった。また、境内からは、美しい景色を眺めることができたので、みなさんにもぜひ行ってほしい。そして、温泉で手と口を清めるという体験もやってもらいたい。	2024-01-27
	4	[image: 湯かけ地蔵]	湯かけ地蔵	「ななくりの湯」の隣にある「湯かけ地蔵」では、お地蔵様にお湯をかけることができます！
お地蔵様に3回お湯をかけると、肌がツルツルになるという言い伝えがあります。
別所温泉のあいそめの湯の方にインタビューをしてみたところ、別所温泉の源泉は弱アルカリ性であり、肌が少し溶けるため、ツルツルになるのだそうです。別所温泉は、「美人の湯」とも呼ばれ、肌がツルツルになるのはお墨付きです。
お地蔵様にお湯をかけて、より肌がツルツルになるといいですね！	2023-12-01
	5	[image: 大師湯]	大師湯	今回は、別所温泉の「大師湯」を紹介する。ここは、別所温泉にある三つの外湯（共同浴場）のうちの一つだ。

天長二年、比叡山延暦寺の座主円仁慈覚大師が北向観音堂建立のために来錫に訪れた際、好んで入浴したことから大師湯と名付けられたそうだ。
・源泉名　：　第3号源泉
・泉質　：　単純硫黄温泉　とあり、源泉が何個か分かれているという気付きを得た。

料金は大人200円、子ども100円と非常に手ごろな価格で、地域住民に長く愛される所以だと考える。また、弱アルカリ性温泉の美肌効果や、源泉かけ流し100％というのも温泉好きを引き寄せる魅力であるだろう。
ただ、シャンプーや石鹸、タオルなどは有料で、ドライヤーも設置されていないことが注意点である。	2023-11-27
	6	[image: 東京藝術大学の大学史史料室訪問]	東京藝術大学の大学史史料室訪問	日本の近代音楽は文部省の音楽取調掛に始まります。後に東京音楽学校となり、戦後、東京藝術大学に。日本の音楽教育、音楽文化の源泉と言っても過言ではありません。音楽の記憶・記録がこの大学に詰まっています。7/4、大学史史料室を訪問し、史料室も見せていただき、関係の方々とも情報交換をしました。

アーカイブ系のセクションが未来創造継承センターに再編されたことも知りました。
《「未来」のために「過去」を創造する。》
なんと逆説的なアート的表現でしょう。アーカイブの本質と言ってもよいことです。	2023-08-24
	7	[image: 上田電鉄とは？]	上田電鉄とは？	上田地域にはたくさんの企業や施設、団体があり、それぞれ星の数ほどに課題があります。一般企業も数多くありますが、せっかく上田市のことを学ぶので、上田地域にしかない企業はどうだろう、上田市の象徴のような企業はどうだろうと考え付きました。そこで、中心地の上田駅から塩田平を経て別所温泉へ至る上田電鉄について考えることにしました。
上田電鉄別所線は１９２１年に川西線として開通し、以降上で気を中心に放射状の路線が広がっていきました。
７０年代にはモータリゼーションによって経営危機、実際にその十年後には同様の理由で真田・傍陽線などが廃止されました。
しかし別所線だけは観光需要もあってか存続され、税金が源泉の補助金によって経営状態は回復しました。結果的に積極的な設備投資や新幹線の開通もあり、	2023-02-15
	8	[image: 鹿教湯温泉の歴史と五台橋]	鹿教湯温泉の歴史と五台橋	鹿教湯温泉は20件ほどの宿泊施設が立ち並ぶ山間の温泉地です。上田市と松本市の間にあり、環境庁選定国民保養地として認定されています。そのため、健康の郷としても有名です。そのため、散策をしながら自然の癒しを感じることもできます。
鹿教湯温泉の歴史の始まりは地名がついた由来にも関連しています。漁師から矢傷を受けた鹿が温泉の場所を教えてくれたことから温泉地としての歴史をスタートし、1200年の長い歴史を誇ります。
湯量は非常に多く、20件ほどの温泉施設では24時間かけ流しの施設も。源泉の温度は46℃ほど。また、色は無色・透明。泉質は弱アルカリ性低張性高温泉となっており、高血圧、脳卒中の後遺症、疲労回復に対して効能があります。

また、写真は鹿教湯温泉の付近にある文殊堂へとつながる橋である五台橋の画像	2023-02-01
	9	[image: 御座の湯　【草津温泉】]	御座の湯　【草津温泉】	大学生活5回目の草津温泉。
いつもは、西の河原露天風呂に入る。しかし、今回は友達のつよい希望で「御座の湯」へ。

ちなみに、御座の湯の隣には「白旗源泉」という草津温泉の源泉の1つがある。この白旗源泉は源頼朝が見つけたと言われており頼朝は源泉にある石に座ったといわれている。そのため、ここの湯船は源頼朝が座った「御座の湯」と言うらしい。
草津温泉の湯畑を見てみると「頼朝」というご飯屋さんがあるほどである。

このような豆知識を知ると観光地が一層楽しくなる。	2022-11-16
	10	[image: 前川道博／蚕の卵：シルク文化の源泉＠キモノマルシェ2022]	前川道博／蚕の卵：シルク文化の源泉＠キモノマルシェ2022	

前川道博(長野大学教授)／ミニレクチャー「蚕の卵：シルク文化の源泉」
2022/10/23　まちなかキャンパスうえだ	2022-11-06
	11	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	入口にある龍の口から出る水は飲める温泉の水らしいです。（全国でも珍しく別所温泉の源泉が湧き出ていて、参拝前の清めの水も源泉）
古い建物がたくさん建っているだけじゃなくて、１２００年を超える立派な老木（縁結びの霊木）もありました。	2022-11-01
	12	[image: 「上田の蚕糸を知ろう」キモノマルシェ2022/10/23]	「上田の蚕糸を知ろう」キモノマルシェ2022/10/23	キモノマルシェ2022 in 信州上田
2022年10月23日(日)10:00～16:00
上田市海野町商店街で
主催：信州着物の似合うまちネット
https://kimononet.naganoblog.jp/

第１会場（まちなかキャンパス）では次の催しを行います。

■信州の蚕糸を知ろう
①企画展示　上田と小諸をピックアップ
②スライドショー　上田・小諸・海野町今昔
③ミニレクチャー　それぞれ15分
　　14:45 蚕の卵・シルク文化の源泉　前川道博(長野大学教授)
　　15:00 蚕都のその後・海野町の今昔　足立ミク(長野大学前川ゼミ学生)
　　15:15 小諸の風穴と蚕糸　清水寛美(きものニスト工房)
　［長野大学企業情報学部前川ゼミ学生］
■和裁講座　ちくちく半衿付け
　10時～14時頃　体験料500円（学生無料）
　長襦袢お持ちの方は付けられます。
　着物お悩	2022-10-22
	13	[image: 信州上田学2022③蚕都を未来に活かす(1)世界を救った蚕種/蚕種の現場]	信州上田学2022③蚕都を未来に活かす(1)世界を救った蚕種/蚕種の現場	▲講義資料PDF

長野大学2022年度講義「信州上田学」
担当：前川道博（長野大学企業情報学部教授）



第３回は「蚕都を未来に活かす／世界を救った蚕種＆蚕種の現場」と題して上田の蚕糸業全般の中でも「蚕の卵(蚕種)」に対する視点の提供をねらいとして話題提供しました。上田を探ると見えてくるもの。その一つが蚕糸業の源泉「蚕の卵(蚕種)」です。世界を救った蚕種とは？　蚕種の現場は？　学生たちに対しては知識の押し売りではなく「信州上田学」で何を「探求するのか」、そのテーマ発見のヒントとなる話題提供をメインとしました。

《参考資料》
★蚕都上田マップ 1928年の上田市　蚕都上田プロジェクト制作
★	2022-10-21
	14	[image: 所沢でAlice Sara Ottを聴く]	所沢でAlice Sara Ottを聴く	コロナ禍で長い間、コンサートが数少なく海外アーティストの来日公演も先送りされてきました。ピアニストのAlice Sara Ott（アリス＝紗良・オット）が久しぶりに日本公演ツアーをすることを知り、5/28(日)、所沢のコンサートホール、ミューズを訪れました。

★所沢市民文化センターミューズ https://www.muse-tokorozawa.or.jp/ 

所沢とはこれまで意外に縁がなく、そもそも訪れることが初めてです。そしてミューズを訪れてみて正直びっくりです。ミューズは大ホール、中ホール、小ホールを備えています。大ホールは2000席の規模。人口34万人規模の都市の文化施設としては立派な上、Sara Ottだけでなく、クラシックコンサート、古典芸能の上演などが催されています。これだけの催しがあるこ	2022-06-05
	15	[image: 上田小県の感染症に関する情報源泉ピックアップ]	上田小県の感染症に関する情報源泉ピックアップ	『上田小県における感染症の歴史』 発刊記念研究発表会(2022/03/26)およびブックレット内容に関連する一次資料の一部を以下にピックアップします。

★私共の村(『塩尻時報』第14号1920/03/11)

★トラホーム予防に就て(『塩尻時報』第14号1920/03/11)

★第二章　近代上田のはじまり／第四節　新しい生活環境へ
　一　病気と対策
　二　予防・衛生の普及
　三　病院と医師・保健所
（『上田市誌 第14巻 近現代編(1)「新しい社会を求めて」』66～72頁）2002年10月）

★加美畑神社の疱瘡社(『神畑村誌』163,260頁)

★川辺村の赤痢1914年(『神畑村誌』163	2022-04-03
	16	[image: 『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会2022/03/26]	『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会2022/03/26	上田小県近現代史を考える集い
『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会
2022/03/26(土)14:00～16:10　上田市立上田図書館大会議室
主催：上田小県近現代史研究会
協力：d-commonsプロジェクト(長野大学前川研究室プロジェクト)
後援：デジタルアーカイブ学会 地域アーカイブ部会

▼全編動画記録 (116分)

＜発表会プログラム＞
☆開会の挨拶　小平千文会長
☆基調報告「社会科学の課題としての感染症」　 桂木惠
☆報告１「上田小県における『スペイン風邪』の実態と対応」　冨田隆順
☆報告２「ジェンダーの視点から見た感染症」　清水たか子
☆閉会の挨拶　村山隆

＜発表ごとの記録(別ページにリンク)＞
★開会の挨拶　 小	2022-04-02
	17	[image: デジタルコモンズが拓く地域資料のデジタルアーカイブ化]	デジタルコモンズが拓く地域資料のデジタルアーカイブ化	▲デジタルアーカ犬


前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】消費する知識から活用する知識へのパラダイムシフト
知識消費型社会から知識循環型社会へのパラダイムシフトが今世界中で起きています。これまでの社会では知識を書籍や講座などから受け取るものが知識、学問分野の権威が提供する知識、それを獲得することが学習と思い込まれてきた傾向があります。知識の源泉の一つは、それ以上は遡れない情報源、つまり一次資料にあります。書籍や講座は研究者などが咀嚼・編纂した二次情報に過ぎず、受け手は普通それを受け売り（消費）することぐらいしかできませんでした。さらにはデジタルな手段が当たり前に使えるようになったことにより、知識とは活	2022-03-13
	18	[image: ハリツケザイク]	ハリツケザイク	こちらは９番目のハリツケザイク
大正４年１０月５日印刷、８日発行で１１月にも再版されています。
こちらも角源泉氏の寄贈、写真がありますので、もしかしたら保管されているもの全部なのかもしれません。こちらも発行後１か月以内に寄贈されています。	2022-02-28
	19	[image: 竹細工と麦わら]	竹細工と麦わら	こちらは８冊目の竹細工と麦わら
大正４年９月５日印刷、８日発行です。
角源泉（すみげんせん）という方が寄贈したようで、その方と思われる顔写真がページの冒頭に挟まれています。wikiで調べてみると、和歌山出身（印鑑も紀州国となっています。）も日本の政治家で、のちに新宮市の市長も務められていた方でした。大正４年当時台湾総督府に赴任されていたようです。発行後１か月もしないうちに寄贈されているようですが、日本と台湾との物流網についても、ちょっと驚きます。台湾の図書館に保管されているものすべてを寄贈されたのか、これだけなのかはわかりませんが、同じ作者のものとして分類保管されています。整理番号を表紙に書き込むなど、ちょっと粗い管理にも、こうして大事に保管してくださっているので文句は言いますま	2022-02-28
	20	[image: 富士山研究]	富士山研究	「富士山の“世界遺産登録までの歩み”と“これから”」
入月龍輝
黒田蒼士

　日本人の自然観や日本文化に大きな影響を与えてきた富士山は2013年に「信仰の対象と芸術の源泉」として、世界文化遺産に登録された。

―世界遺産登録までの歩みー

富士山を世界遺産とする動きは1992年からスタートしている。その後も静岡・山梨両県が、衆参議院に富士山を世界遺産として推薦していった。しかし、2003年国の検討会が最終候補地を選定した際、富士山が狭い遺産候補から外れる。そのため、世界文化遺産登録を目指し活動することになる。2007年に文化庁が日本の世界文化遺産　暫定リスト　追加候補遺産に選定する。最終的に2013年第37回世界遺産委員会にて世界遺産登録決定となる。

　このように世界遺産登録までに約20年かかったおり、一筋縄	2022-01-27
	21	[image: 源泉について]	源泉について	温泉街にある温泉の源泉は１つの源泉からそれぞれの施設に外供給されているそうです。

別所温泉財産区の方にお電話でお聞きしたところ現在メインで使用している源泉は４号源泉と呼ばれる源泉を使用しているそうです。

メインで使用している源泉は４号源泉ですが、以前は３号源泉と呼ばれる源泉を使用していたそうです。

しかし、３号源泉の残りが少なくなってきて付近を掘ってみたところ４号源泉が湧き出たため、現在は４号源泉をメインに使用しているそうです。

また、３号源泉から温泉がまだ少し湧き出ているため大湯などは３号源泉を使用し、それ以外は４号源泉がメインで使用されているそうです。

４号源泉が少なくなってきた場合は同じように付近を掘ってみて新しい源泉を見付けて使用していくようです。	2022-01-26
	22	[image: 渋温泉街～多様な温泉～]	渋温泉街～多様な温泉～	温泉街を歩いていると、銭湯を多く見かけた。調べてみると、九湯めぐりたるものが体験できるらしい。

渋温泉には、地元の人が毎日利用する外湯（共同浴場）が九つあります。 昔から大切に守られてきた外湯を渋温泉に宿泊するお客様にも解放し、渋の湯の恵みを楽しんでいただけるのが「九湯めぐり（厄除巡浴外湯めぐり）」。
それぞれ源泉や効能が異なる外湯を、祈願手ぬぐいにスタンプを押しながらめぐります。
最後に温泉街を見下ろす「渋高薬師」へ参詣して印受すれば満願成就。
九（苦）労を流し、厄除け、安産育児、不老長寿のご利益があるといわれています。
歴史を感じる外湯のたたずまい、好みの肌触りのお湯を見つけたり、湯船での人々との語らいもまた、九湯めぐりの醍醐味です。
(https://www.shibuonsen.net/onsen/より引用)

筆者	2022-01-23
	23	[image: 下半過　大慈(いつくしみ)の湯]	下半過　大慈(いつくしみ)の湯	下半過　大慈(いつくしみ)の湯は上田-坂城バイパスから旧道へ抜け、下半過の農道を進むと見えてくる鉱泉湧出です。

この湯は、観世音菩薩藩の大慈大の誓いが世に現れたものとされ、近隣住民などからは大慈の湯、ないし下湯と呼ばれています。

泉温が1999年時点では24.8℃、ｐH7.2、蒸発残留物量は0.2g程度の冷鉱泉です。

総硫黄としては硫黄泉の定義には足りていませんが、源泉周囲では硫化水素があり、非常に薄い硫黄泉であるとも考えられます。

2020年春ごろまでは源泉付近に案内板が建てられ、温泉スタンドとして観光客や遠方の人々に開放されていましたが、2020年の夏～冬ごろに発生した土砂崩れの影響で源泉の湧出が停止し、看板も撤去され実質的に廃湯となっているようです。

近辺にあるびんぐし湯さん館とは泉質が近いようです	2021-05-07
	24	[image: 樋之詰(とよのつめ)]	樋之詰(とよのつめ)	別所温泉石湯から森林公園へ至る道の最中に突如として現れる野湯(?)。

これは正式名称を樋之詰(とよのつめ)と言い、湯川をボーリングした源泉をポンプによって揚湯し、近隣住民の生活用水として供しているもののようです。

水温はおよそ20.4℃、ｐHは8.95。泉質はほかの別所温泉群と同じく、単純硫黄泉と思われます。

民家の真横という立地も相まって浴びたり入ったりはまず不可能。

開湯時期は不明。

別所温泉の歴史は古く、その多くの期間を源泉の自然湧出のみで乗り越えてきました。

しかし、別所温泉源泉の湧出量は年々減少し、それに対する策として昭和30年頃からボーリングによる掘削が行われました。樋之詰もその開発の一環で開発されたものだと思われます。	2021-05-06
	25	[image: 小野川温泉]	小野川温泉	1200年に小野小町が開湯したといわれ歴史のある米沢の奥座敷。豊かな自然、清らかな川の水が残るほたるの生息地です。旅館、露天風呂、茶屋、足湯など昔ながらの落ち着く雰囲気や源泉のお湯を楽しめます。地元の人はよく入りにいっています。	2021-05-05
	26	[image: [14/09/11]角間渓谷遊歩道入口・岩屋観音]	[14/09/11]角間渓谷遊歩道入口・岩屋観音	「角間渓谷遊歩道入口」と記された案内板が立っています。「猿飛佐助修行の地」ですか。案内板にはシシの牢、岩屋観音、猿飛岩、鞍はずしの岩、天狗の遠見台、見晴台、角間温泉、鬼ヶ城がイラストで描かれています。奇岩怪石に特色があるエリアであることがわかります。猿飛佐助の物語の源泉とも言うべき場所であることがわかります。

岩屋観音などは以前も訪れたことがあり、この日は参道の階段を下から見上げるだけにとどめておきました。

帰り際、参道階段下の石碑に着目しました。「親鸞聖人室恵信尼公　療養之地」と記されています。	2021-05-01
	27	[image: 探求計画]	探求計画	探求のねらい：別所温泉は、いくつかあった外湯(源泉）から分湯し、内湯旅館になったと聞いている。その外湯の変遷を調べてみたい。
探求計画：地域に当時の様子を記した史料があるか確認しあったら閲覧をお願いしたい。
参照予定の資料：上田市公文書館所蔵「議事書類綴」（1919/大正8年　別所村）、別所時報（縮刷版）など	2021-02-19
	28	[image: 上田市公文書館利用のすすめ]	上田市公文書館利用のすすめ	上田市公文書館利用のすすめ～あなたが歴史発見のパイオニアになる～　5分
前川道博（長野大学企業情報学部教授）
　情報通信文化論2020からの講座クリップ



あなたのまちに文書館(archives)はありますか？
物語られる歴史の源泉になる一次資料がわんさかあって誰でも読めます。デジカメで撮ってデータにして持ち帰ることもできます。
教科書や歴史書から学ぶ歴史、講座で学ぶ歴史もありますが、本来歴史は物語られたもの。フランス語で歴史と物語はhistoire(イストワール)。区別なく同じです。誰かが物語った歴史もあるけれども、一次資料からが歴史を訪ね歴史を物語る方がずっと面白い。	2020-12-09
	29	[image: 別所温泉　洗い場]	別所温泉　洗い場	別所温泉から湧き出る源泉を利用した洗い場。
足湯ではない。	2020-10-21
	30	[image: 別所温泉-1]	別所温泉-1	別所温泉内に点在する洗い場の内の一つを表した看板。別所温泉には、源泉を利用したこのような洗い場が13か所あると書かれており、湧き出ている温泉の量の多さに驚くとともに、温泉が単に入浴の為だけに使用されるだけではなく、このように身近な用途として利用されていることに興味を持った。	2020-10-21
	31	[image: 別所温泉　花屋]	別所温泉　花屋	　長野県上田市別所温泉に、大正6年（1917）に創業した。6500坪の敷地に点在する木造建築1500坪、棟ごとに渡り廊下で結ばれ、ほぼ全館が登録有形文化財指定の宿です。
　源泉掛け流しの大浴場を完備した、格式ある老舗の温泉旅館。歴史情緒溢れる大正レトロな客室を揃え、露天風呂付きの客室もあります。	2020-07-13
	32	[image: 別所温泉　大師湯]	別所温泉　大師湯	信州最古の温泉といわれている温泉街の中の1つです。円仁慈覚大師が好んで入浴したことから大師湯と呼ばれるようになったそうです。値段は150円と破格です。源泉かけ流しでほのかに硫黄の香る上品な湯質です。大通り沿いで人目につきやすい所に位置し、建物はとても古く素敵です。	2020-05-26
	33	[image: 北向観音]	北向観音	別所温泉駅から徒歩圏内の北向観音
手を清める手水舎が別所温泉の源泉で温水なのが特徴
中ではお守りなども販売していました
愛染かつらという大きな木があり、この木は縁結びの霊木として崇められています
全体的に落ち着く空気が漂っていました
善光寺と向かい合っており、善光寺と合わせてお参りをすると良いらしいです
片方だけだと片参りになってしまうと昔から言われているそう…	2020-05-25
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